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は
じ
め
に

　

い
わ
ゆ
る
公
立
文
化
ホ
ー
ル
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
、
自
治
体
財
政
の
逼
迫
、
地
域
経
済
の
疲
弊
な
ど
の

要
因
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
営
の
模
索
が
な
さ
れ
て
き

た
と
言
っ
て
良
い
。
加
え
て
、
北
海
道
に
お
い
て
は
幸
い

影
響
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
全
国
的
に
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
修
繕
の
た
め
に
長
期
間

の
閉
館
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
再
起
が
困
難
な
公
立
文
化

ホ
ー
ル
も
み
ら
れ
る（
１
）。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
「
劇
場
、
音
楽

堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第

四
九
号
）」（
以
下
、「
劇
場
法
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
影
響
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
劇
場
法
は
、
図
書
館
・
博
物
館
・
美
術
館
と
異
な
り

特
別
な
法
的
根
拠
を
持
た
な
い
単
な
る
「
ハ
コ
」（
特
殊

建
築
物
で
興
行
場
法
の
知
事
等
の
許
可
に
よ
り
設
置
）
と

さ
れ
て
い
た
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て（
２
）、
地
域
の
文
化
拠
点

で
あ
る
と
す
る
位
置
づ
け
を
与
え
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る（
３
）。
具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、
文
化
庁
が
、
劇
場
法
に

関
連
す
る
意
見
聴
取
を
各
方
面
か
ら
行
い
、「
劇
場
，
音

楽
堂
等
の
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
指
針

（
平
成
二
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
〇
号
）」（
以
下
、

「
指
針
」
と
い
う
。）
を
二
〇
一
三
年
三
月
二
九
日
付
け
で

告
示
し
て
い
る
。

　

劇
場
法
制
定
以
前
の
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
文
化
庁
は
、

「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
か
ら
の
創
造
発
信
事
業
」と
し
て
、

劇
場
・
音
楽
堂
等
の
文
化
施
設
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住

民
や
芸
術
関
係
者
等
と
と
も
に
取
り
組
む
、
音
楽
、
舞
踊
、

演
劇
等
の
舞
台
芸
術
の
制
作
、
教
育
普
及
、
人
材
育
成
、

劇
場
・
音
楽
堂
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
交
流
事
業
等
を
補

助
し
て
き
た（
４
）。
劇
場
法
の
制
定
に
伴
い
、
二
〇
一
三
年
度

か
ら
は
「
劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」
と
名
称
が
変

更
さ
れ
、「
特
別
支
援
事
業
」、「
共
同
制
作
支
援
事
業
」、「
活

動
別
支
援
事
業
」、「
劇
場
・
音
楽
堂
等
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
支
援
事
業
」
の
四
区
分
で
支
援
を
行
う
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
各
施
設
の
申
請
に
基
づ
き
、
審

査
を
経
て
採
択
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な

く
と
も
一
定
の
評
価
に
基
づ
き
、
優
良
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
劇
場
・
音
楽
堂
を
選
定
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
日
本
音
響
家
協
会
が
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら

（
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
日
本
劇
場
技
術
者
連
盟
と
共
同
）

優
良
な
ホ
ー
ル
（
劇
場
・
音
楽
堂
）
を
選
定
し
、「
優
良
ホ
ー

ル
一
〇
〇
選
」
と
し
て
称
賛
し
て
い
る（
５
）（
６
）。

　

こ
の
ほ
か
、
財
団
法
人
地
域
創
造
が
、
公
立
文
化
施

設
の
う
ち
、
地
域
に
お
け
る
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現

活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
施

設
を
顕
彰
し
、
公
立
文
化
施
設
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図

り
、
美
し
く
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
財
団
設
立
一
〇
周
年
を
機
に

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」

（
当
初
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
（
総
務
大
臣
賞
）」）

を
選
定
し
て
い
る（
７
）。

公
立
文
化
ホ
ー
ル
評
価
の
視
点
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て

　 
―
３
種
類
の
施
設
選
定
方
式
を
題
材
に

　

酒　

井　

智　

美
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「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
か
ら
の
創
造
発
信
事
業
」（「
劇

場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」）、「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇

選
」、「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
選
考
の
視
点
は
異
な
る
。
前
二
者
は
、
公
立
文
化
施
設

の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、「
地

域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
は
、
ホ
ー
ル
の
み
を
対

象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
に

選
定
さ
れ
た
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
高

評
価
が
な
さ
れ
た
ホ
ー
ル
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
芸
術
・

文
化
施
設
を
も
っ
ぱ
ら
評
価
し
表
彰
す
る
等
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
三
つ
以
外
に
は
見
当

た
ら
な
い
。

　

本
稿
の
も
と
と
な
っ
た
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
選
定
に

つ
い
て
、
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
ク

ロ
ス
集
計
か
ら
伺
え
る
状
況
を
簡
単
に
分
析
し
た
い
。
筆

者
の
本
稿
執
筆
時
間
の
都
合
及
び
与
え
ら
れ
た
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
、
分
析
は
、
ご
く
初
歩
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る

こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。筆
者
の
中
心
的
関
心
は
、

住
民
に
身
近
な
文
化
施
設
と
し
て
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の

住
民
参
加
型
評
価
に
あ
る
が（
８
）、
今
回
の
調
査
分
析
の
み
か

ら
そ
の
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
す
こ
と
と
し
、

さ
ら
に
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
渡
る
部
分
は
、
筆
者
の

個
人
的
見
解
で
あ
り
、
筆
者
の
勤
務
先
の
施
策
や
事
業
に

一
切
関
係
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お

断
り
し
て
お
く
。

　
１
　
文
化
施
設
選
定
の
種
類

　

⑴　

文
化
庁
「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
か
ら
の
創

　
　

造
発
信
事
業
」
等

　

文
化
庁
は
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
、「
優
れ
た
劇
場
・

音
楽
堂
か
ら
の
創
造
発
信
事
業
」（
以
下
、「
優
れ
た
劇
場
・

音
楽
堂
等
」と
い
う
。）を
開
始
し
た
。事
業
の
目
的
は
、「
劇

場
・
音
楽
堂
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
や
芸
術
関
係
者

等
と
と
も
に
取
り
組
む
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
等
の
舞
台

芸
術
の
制
作
、
教
育
普
及
、
人
材
育
成
等
を
支
援
」
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
９
）。
こ
れ
は
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
の

創
造
・
発
信
を
行
え
る
劇
場
・
音
楽
堂
が
各
地
に
育
て
ば
、

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
の
活
性
化
と
住
民
の
鑑
賞
機
会
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
想
定
の
下
、
全
国

八
〇
地
域
程
度
を
選
定
す
る
事
業
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇

年
度
は
、
五
年
継
続
支
援
と
し
て
、
東
京
都
江
東
区
の
江

東
公
会
堂
な
ど
一
三
施
設
が
、
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
度
単

年
度
採
用
と
し
て
、
札
幌
市
の
札
幌
市
こ
ど
も
の
劇
場
や

ま
び
こ
座
な
ど
七
九
施
設
が
選
定
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

二
〇
一
一
年
度
は
、「
重
点
支
援
劇
場
・
音
楽
堂
」
と

し
て
、
埼
玉
県
の
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
な
ど
一
二

施
設
、「
地
域
の
中
核
劇
場
・
音
楽
堂
」
と
し
て
、
江
東

公
会
堂
な
ど
二
五
施
設
が
選
定
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
 

二
〇
一
二
年
度
は
、「
重
点
支
援
劇
場
・
音
楽
堂
」
と
し

て
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
な
ど
一
〇
施
設
、「
地

域
の
中
核
劇
場
・
音
楽
堂
」
と
し
て
、
札
幌
市
の
札
幌
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
五
九
施
設
、
さ
ら
に
「
地
域
の
中

核
劇
場
・
音
楽
堂
」
の
共
同
製
作
公
演
と
し
て
、
東
京
都

の
東
京
芸
術
劇
場
な
ど
の
「
五
都
市
共
同
制
作
公
演
ビ

ゼ
ー
歌
劇
『
カ
ル
メ
ン
』
全
幕
」
な
ど
二
件
が
選
定
さ
れ

て
い
る
（
（1
（

。

　

劇
場
法
の
制
定
と
そ
れ
に
伴
う
指
針
の
告
示
に
よ
り
、

二
〇
一
三
年
度
か
ら
の
補
助
事
業
は
、「
我
が
国
の
文
化

拠
点
で
あ
る
劇
場
、
音
楽
堂
等
が
行
う
、
音
楽
、
舞
踊
、

演
劇
等
の
実
演
芸
術
の
創
造
発
信
や
、
専
門
的
人
材
の
養

成
、
普
及
啓
発
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
」
と
若
干
の

変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
「
特

別
支
援
事
業
」「
共
同
制
作
支
援
事
業
」「
活
動
別
支
援
事

業
」「
劇
場
・
音
楽
堂
等
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
事
業
」

の
項
目
に
整
理
さ
れ
た
採
択
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
う
ち
、「
活
動
別
支
援
事
業
」
は
、「
公
演
事
業
」、「
人

材
養
成
事
業
」、「
普
及
啓
発
事
業
」
ご
と
に
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（1
（

。 

　

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
に
選
定
さ
れ

た
劇
場
・
音
楽
堂
等
は
、
重
複
を
除
い
て
一
三
〇
施
設
と

な
る
（
（1
（

。

　

⑵　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
響
家
協
会
「
優
良

　
　

ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」

　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
響
家
協
会
は

（
（1
（

、
二
〇
〇
〇
年
四

月
か
ら
音
響
家
を
は
じ
め
と
す
る
劇
場
技
術
者
か
ら
み
た

使
い
や
す
い
ホ
ー
ル
を
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
と
認

定
し
て
い
る
（
（1
（

。
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
日
本
劇
場
技
術
者

連
盟
と
共
同
で
選
定
を
行
っ
て
い
る
（
（1
（

。
二
〇
一
三
年
六
月

現
在
は
、
第
一
六
次
認
定
の
七
二
施
設
が
選
ば
れ
て
い
る
（
（1
（

。
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こ
の
認
定
は
、
音
響
技
術
者
や
劇
場
技
術
者
た
ち
が
、

「
駄
目
な
ホ
ー
ル
を
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
優
秀
な
運

用
ス
タ
ッ
フ
の
い
る
ホ
ー
ル
を
称
え
、
公
表
」
す
る
こ
と

で
、「
全
国
の
ホ
ー
ル
が
地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
」
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
（
（1
（

。
認
定
方
法
は
、
日
本
音
響
家
協
会
会
員
が
推
薦
し

た
ホ
ー
ル
を
、
評
議
員
が
審
査
し
、
選
定
期
間
内
に
評
議

員
か
ら
異
議
が
出
な
け
れ
ば
、
優
良
ホ
ー
ル
と
認
定
す
る

も
の
で
あ
る
。認
定
基
準
は
、以
下
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
（
（2
（

。

①　

舞
台
設
備
が
十
分
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
て
、
う

ま
く
機
能
し
て
い
る
。
保
守
・
修
理
・
清
掃
等
が
十

分
に
行
わ
れ
、
機
材
リ
ス
ト
に
あ
る
機
器
を
常
時
使

用
で
き
る
状
態
に
し
て
あ
る
。

②　

運
用
ス
タ
ッ
フ
が
十
分
な
技
術
力
を
持
っ
て
い
る
。

③　

運
用
ス
タ
ッ
フ
が
高
い
モ
ラ
ル
を
持
ち
人
格
的
に

優
れ
て
い
て
、
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
る
芸
能
に
精
通

し
、
優
良
な
上
演
が
で
き
る
よ
う
に
外
来
ス
タ
ッ
フ

に
対
し
て
協
力
的
で
あ
る
。

④　

ス
タ
ッ
フ
間
の
十
分
な
意
思
の
疎
通
が
あ
り
、
円

滑
か
つ
安
全
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

⑤　

利
用
受
付
か
ら
上
演
、
撤
収
ま
で
、
利
用
者
に
対

す
る
運
用
ス
タ
ッ
フ
の
応
対
が
良
好
で
あ
る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
人
事
異
動

で
施
設
の
運
用
ス
タ
ッ
フ
の
交
代
が
あ
っ
た
り
な
ど
、
施

設
の
管
理
運
営
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
再
審
査
を
行

い
、
認
定
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
は
認
定
を
取
り
消
す

こ
と
と
し
て
い
る
（
（2
（

。

　

⑶　

地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）

　
「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
は
、
二
〇
〇
四
年

に
財
団
法
人
地
域
創
造
設
立
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
創
設

さ
れ
た
賞
で
あ
る
（
（2
（

。
こ
の
賞
の
ね
ら
い
は
、「
地
域
に
お

け
る
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公
立
文
化
施
設
を
顕
彰
し
、
全

国
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
立
文
化
施
設
の
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
、
美
し
く
心
豊
か
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い

る
（
（2
（

。
対
象
と
な
る
の
は
、
開
館
か
ら
概
ね
五
年
を
経
過
し

て
い
る
施
設
で
、
地
域
に
お
け
る
創
造
的
で
文
化
的
な
表

現
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公

立
文
化
施
設
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
象
と
な

る
施
設
は
、
条
例
に
よ
り
、「
公
の
施
設
」
と
し
て
設
置

及
び
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
は
、

「
公
の
施
設
」
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

選
定
基
準
に
は
、
自
主
企
画
へ
の
取
り
組
み
や
人
材
育
成

な
ど
の
ほ
か
、
自
治
体
の
努
力
や
地
域
住
民
の
参
加
や
協

働
へ
の
取
り
組
み
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該
芸
術
施
設
を

設
置
自
治
体
が
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
（2
（

。
応
募
書
類
に
は
、
施

設
を
設
置
し
た
自
治
体
の
施
設
評
価
や
芸
術
振
興
の
方
針

を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該
施
設
の
管

理
者
が
単
独
で
は
応
募
が
で
き
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
（
（2
（

。

　

二
〇
一
二
年
度
ま
で
に
、
七
二
施
設
が
受
賞
し
て
い
る
（
（2
（

。

今
年
度
（
二
〇
一
三
年
度
）
に
つ
い
て
は
、
六
月
現
在
募

集
が
行
わ
れ
て
お
り
、
七
月
二
六
日
が
締
め
切
り
日
と

な
っ
て
い
る
。

　
２
　
各
選
定
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果

　

以
上
の
よ
う
に
、三
種
類
の
文
化
ホ
ー
ル
等
の
選
定
は
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
選
定
結
果
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み

る
と
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
見
え
て
く
る
（
表
１
参
照
）。

　

一
つ
は
、
三
種
類
い
ず
れ
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ー

ル
が
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
な
ど
、
一
〇
施
設
あ

る
こ
と
で
あ
る
。「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
が

公
立
文
化
施
設
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、「
優
良
ホ
ー

ル
一
〇
〇
選
」
は
、
ホ
ー
ル
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
一
〇
施
設
は
、
い
ず
れ
も
公
立
文
化
ホ
ー
ル

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
こ
れ
ら
の
ホ
ー
ル

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

　

民
間
ホ
ー
ル
等
も
対
象
と
す
る
文
化
庁
の
「
優
れ
た
劇

場
・
音
楽
堂
等
」
と
、「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
と
は
、

重
な
っ
て
い
る
施
設
が
二
〇
施
設
あ
る
。「
優
良
ホ
ー
ル

一
〇
〇
選
」
七
二
施
設
の
う
ち
約
二
八
％
の
施
設
、
文
化

庁
選
定
施
設
一
三
〇
施
設
の
一
五
％
ほ
ど
が
両
者
の
選
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
を
少
な
い
と
み
る

の
か
多
い
と
み
る
の
か
は
、
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

　
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
文
化

庁
に
選
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ル
が
二
〇
施
設
、「
地
域
創

造
大
賞
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ル
が
一
四
ホ
ー
ル
あ
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都
道
府
県
名

文
化
庁
選
定
施
設

文
化
庁
選
定
施
設
の
う
ち

公
立
施
設
数

優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選

優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
の

う
ち
公
立
施
設
数

地
域
創
造(

年
次
に
関
わ
ら

ず
対
象
と
な
っ
た
施
設
数)

３
つ
と
も
該
当
す
る
施
設

数文
化
庁
と
優
良
ホ
ー
ル
の

両
方
に
該
当
す
る
施
設
数

文
化
庁
と
地
域
創
造
に
該

当
す
る
施
設
数

優
良
ホ
ー
ル
と
地
域
創
造

に
該
当
す
る
施
設
数

３つ重なる施設名

北 海 道 6 5 10 10 3 0 1 1 1

青 森 県 0 0 0 0 1 0 0 0 0

岩 手 県 4 4 0 0 2 0 0 2 0

宮 城 県 4 4 1 1 3 0 0 1 0

秋 田 県 2 1 0 0 0 0 0 0 0

山 形 県 1 1 0 0 0 0 0 0 0

福 島 県 2 2 1 1 2 0 0 0 0

茨 城 県 1 1 0 0 4 0 0 1 0

栃 木 県 4 4 2 2 1 0 2 1 0

群 馬 県 2 2 0 0 0 0 0 0 0

埼 玉 県 2 2 2 2 2 1 0 1 0 彩の国さいたま芸術劇場 

千 葉 県 1 1 2 2 0 0 1 0 0

東 京 都 15 11 7 5 7 1 1 2 0 世田谷文化生活情報センター（世田谷パブリックシアター）

神奈川県 8 8 1 0 1 0 0 0 0

新 潟 県 4 4 1 1 2 1 0 1 0 新潟市民芸術文化会館・りゅうとぴあ

富 山 県 2 2 7 7 3 0 1 0 1

石 川 県 3 3 3 3 2 0 0 1 0

福 井 県 1 1 2 2 0 0 0 0 0

山 梨 県 2 2 0 0 1 0 0 1 0

長 野 県 4 4 1 1 2 0 1 1 0

岐 阜 県 2 2 3 3 3 0 0 2 0

静 岡 県 3 3 2 2 2 0 0 2 0

愛 知 県 2 1 5 5 3 1 0 0 1 春日井市民会館 

三 重 県 1 1 0 0 0 0 0 0 0

滋 賀 県 2 2 1 1 1 1 0 0 0 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 

京 都 府 5 3 1 1 1 0 0 1 0

大 阪 府 7 3 6 3 1 0 2 1 0

兵 庫 県 5 4 4 3 5 1 0 2 0 兵庫県立尼崎青少年創造劇場（ピッコロシアター）

奈 良 県 1 1 0 0 0 0 0 0 0

和歌山県 1 1 0 0 0 0 0 0 0

鳥 取 県 2 1 0 0 0 0 0 0 0

島 根 県 3 3 0 0 4 0 0 2 0

岡 山 県 2 2 0 0 2 0 0 0 0

広 島 県 2 2 0 0 0 0 0 0 0

山 口 県 3 3 1 1 1 1 0 0 0 山口情報芸術センター「YCAM」

徳 島 県 1 1 0 0 0 0 0 0 0

香 川 県 1 1 0 0 0 0 0 0 0

愛 媛 県 1 0 0 0 0 0 0 0 0

高 知 県 1 1 0 0 1 0 0 1 0

福 岡 県 5 5 2 2 3 1 0 0 0 北九州芸術劇場 

佐 賀 県 1 1 1 1 0 0 0 0 0

長 崎 県 2 2 0 0 2 0 0 1 0

熊 本 県 1 1 1 1 2 1 0 0 0 熊本県立劇場 

大 分 県 1 1 1 1 0 0 0 0 0

宮 崎 県 2 2 2 2 1 0 1 0 0

鹿児島県 3 3 1 1 1 0 0 0 1

沖 縄 県 2 2 1 1 3 1 0 0 0 沖縄市民小劇場あしびなー 

合　計 130 114 72 65 72 10 10 25 4

表1　「優れた劇場・音楽堂からの創造発信事業」、「優良ホール100選」、「地域創造大賞（総務大臣賞）」の受賞施設都道府県別選定数

註：各選定に基づき筆者作成。文化庁選定施設については、2010年度～2013年度までを含んでいるが、重複している施設は１施設

としてカウントしている。いずれか2つに該当するものの数には、３つすべてに該当するものを含んでいない。
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る
。「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」に
選
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ー

ル
の
う
ち
、
そ
れ
以
外
の
二
つ
に
選
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ー

ル
が
合
計
で
二
四
ホ
ー
ル（
約
三
三
％
）あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
筆
者
の
主
た
る
関
心
が
あ
る
公
立
文
化
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
み
る
と
、「
公
の
施
設
」（
設
置
条
例
が
あ
る
施

設
）
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
「
地
域
創
造
大
賞
（
総

務
大
臣
賞
）」
選
定
ホ
ー
ル
と
「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂

等
」
選
定
ホ
ー
ル
並
び
に
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
と

の
競
合
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ

う
に
三
者
い
ず
れ
に
も
選
定
さ
れ
た
ホ
ー
ル
は
一
〇
施
設

（「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
受
賞
総
施
設
の
約

一
四
％
）
あ
り
、「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
に
は
選
定

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
文
化
庁
に
選
定
さ
れ
て
い
る
施

設
が
二
五
施
設
（
同
約
三
五
％
）
あ
る
。
一
方
、
文
化
庁

に
は
選
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
四
施
設
（
同
約
六
％
）

あ
る
。「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
に
選
定
さ
れ

て
い
る
施
設
の
う
ち
、
三
九
施
設
（
約
五
四
％
）
が
、
そ

れ
以
外
の
い
ず
れ
か
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
見
る
と
、「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大

臣
賞
）」
と
「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
等
」
と
の
両
方
に

選
定
さ
れ
る
施
設
は
、「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」

受
賞
施
設
の
約
四
九
％
で
あ
り
、
両
者
の
〝
相
性
〟
は
比

較
的
良
い
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、「
地
域
創
造
大
賞
（
総

務
大
臣
賞
）」
と
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
と
の
両
方

に
選
定
さ
れ
る
施
設
は
、「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣

賞
）」
受
賞
施
設
の
約
一
九
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

も
っ
と
も
、「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
の
選

定
は
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。「
地

域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
選
定
施
設
の
う
ち
、
実

演
芸
術
用
の
常
設
舞
台
の
あ
る
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い

る
施
設
は
、
七
二
施
設
中
六
〇
施
設
（
約
八
三
％
）
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ホ
ー
ル
の
あ
る
「
地
域
創
造
大
賞

（
総
務
大
臣
賞
）」
受
賞
施
設
中
で
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
施
設
の
割
合
は
、
約
二
三
％
と

な
る
。
し
か
し
、「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
等
」
選
定
と

の
比
較
で
言
え
ば
、こ
れ
ら
六
〇
施
設
中
「
優
れ
た
劇
場
・

音
楽
堂
等
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
施
設
は
、三
五
施
設
（
約

五
八
％
）
あ
り
、「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
と
の
重
複

は
や
は
り
格
段
に
少
な
い
と
言
え
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に

な
る
の
か
に
つ
い
て
の
分
析
ま
で
は
、
今
回
の
調
査
で
は

で
き
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
北
海
道
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
い
ず

れ
か
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
施
設
の
一
覧
を
表
２
に

示
し
た
。
北
海
道
で
は
、
三
種
類
い
ず
れ
に
も
重
複
し

て
選
定
さ
れ
た
施
設
は
な
い
。「
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
」
や
「
富
良
野
演
劇
工
場
」
が
二
種
類
の
選
定
を
受
け

て
い
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
驚
く
こ
と
で
は
な
い
が
、
旧
朝

日
町
（「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
応
募
後
の

二
〇
〇
五
年
九
月
に
合
併
し
、
現
在
は
士
別
市
）
の
「
あ

さ
ひ
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
」（
合
併
前
は
「
朝
日
町
サ
ン

ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
」）
が
「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」

と
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」（
第
一
六
次
認
定
で
も
「
朝

日
町
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
の
両

方
に
選
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

　
３
　
結
び
に
か
え
て
―
若
干
の
考
察

　

今
回
取
り
上
げ
た
各
賞
等
の
選
定
は
、
筆
者
の
関
心
の

中
心
に
あ
る
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
と
は
い
え
、公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
限
定
し
て
、

そ
れ
ら
を
い
わ
ば
総
覧
的
外
部
的
に
評
価
し
て
い
る
機
関

№ 市区町村 施　　設　　名 文化庁 優良 地域創造

1 札 幌 市 札幌コンサートホール 2010,2011～2015 ○ -

2 札 幌 市 札幌市こどもの劇場やまびこ座 2010 - -

3 札 幌 市 扇谷記念スタジオ・シアターＺＯＯ 2010,2013 -

4 札 幌 市 札幌市教育文化会館 - ○ -

5 札 幌 市 札幌サンプラザホール - ○ -

6 札 幌 市 札幌市生涯学習総合センター｢ちえりあ」 - ○ -

7 札 幌 市 札幌芸術の森 - - 2012

8 函 館 市 函館市民会館 2010 - -

9 旭 川 市 旭川市大雪クリスタルホール - ○ -

10 士 別 市 あさひサンライズホール - ○ 2005

11 富良野市 富良野演劇工場 2010,2012,2013 - 2004

12 伊 達 市 だて歴史の杜・カルチャーセンター - ○ -

13 北広島市 北広島市芸術文化ホール・花ホール - ○ -

14 斜 里 町 斜里町公民館・ゆめホール知床 - ○ -

15 浦 河 町 浦河町総合文化会館 - ○ -

16 幕 別 町 幕別町百年記念ホール 2010 - -

表２　文化庁指定・優良ホール・地域創造のいずれかに選定された北海道のホール等

（註）各選定状況から筆者作成。なお、文化庁の補助については、補助期間、地域創造大賞については、選定年度を記入

している。扇谷記念スタジオ・シアターZOOは、「公の施設」ではないため「地域創造大賞」の対象外である。なお、

正式名称と異なる名前で選定されている場合には、選定の初出名称に合わせて記載している。
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や
賞
が
見
当
た
ら
な
い
現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
賞
等
の

選
定
は
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
多
角
的
に
評
価
す
る
上
で

参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
化
庁
の
「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
等
」
は
、
昨
年
制

定
さ
れ
た
劇
場
法
に
沿
っ
た
支
援
事
業
と
な
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
度
に
開
始
さ
れ
た
こ
の

事
業
は
、
最
初
の
年
は
九
二
施
設
が
支
援
対
象
と
な
っ
た

が
、
二
〇
一
一
年
度
に
は
継
続
も
含
め
三
七
施
設
の
み
、

二
〇
一
二
年
度
は
継
続
も
含
め
六
九
施
設
と
縮
小
さ
れ

た
。
二
〇
一
三
年
度
は
一
〇
四
施
設
に
拡
大
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
の
増
加
は
、
劇
場
法
制
定
の
影
響
が
あ
る

と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
国
の
支
援
事
業
で
あ
り
、
公
立
文

化
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
は
、
こ
の
選
定
を
今

後
と
も
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
優
良
ホ
ー
ル
一
〇
〇
選
」
は
、
舞
台
芸
術
の
い
わ
ば

裏
方
で
あ
る
技
術
者
た
ち
の
選
定
で
あ
り
、
ホ
ー
ル
の
実

質
的
使
い
心
地
を
現
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
公

立
文
化
ホ
ー
ル
が
事
業
を
行
う
上
で
の
財
政
支
援
を
引
き

出
す
も
の
で
は
な
い
が
、
ホ
ー
ル
の
評
価
と
し
て
一
定
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）」
は
、公
立
文
化
ホ
ー

ル
に
つ
い
て
い
え
ば
、
実
演
芸
術
文
化
の
振
興
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
そ
の
ホ
ー
ル
の
存
在
が
地
域
の
社
会
経
済
的

価
値
を
引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
へ
の
評
価
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
優
れ
た

劇
場
・
音
楽
堂
等
」
の
選
定
と
の
競
合
は
、
比
較
的
多
く

な
っ
て
い
る
。
地
域
の
実
情
か
ら
言
え
ば
、「
優
れ
た
劇

場
・
音
楽
堂
等
」
の
選
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
実
演
芸

術
文
化
の
振
興
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
地

域
の
社
会
経
済
的
価
値
も
向
上
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ

う
。
今
後
と
も
こ
の
両
者
の
選
定
を
受
け
よ
う
と
公
立
文

化
ホ
ー
ル
が
し
の
ぎ
を
削
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
評
価
す
る
視
点
は
、

一
つ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
評
価
視
点

か
ら
複
合
的
総
合
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
評
価
が
、
劇

場
法
に
基
づ
く
国
の
実
演
芸
術
文
化
振
興
政
策
の
視
点
、

地
域
創
造
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
い
う
や
は
り
国
の
地
域

振
興
策
の
視
点
、
ホ
ー
ル
を
技
術
的
に
支
え
る
人
々
の
視

点
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
視
点
と
重
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
実

際
に
そ
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
実
演
芸
術
を

鑑
賞
し
た
り
、
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
自
ら
実
演
を
し
た
り
す

る
、
ま
さ
に
ホ
ー
ル
を
活
用
す
る
地
域
住
民
の
視
点
が
十

分
活
か
さ
れ
た
評
価
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
の
視
点
を
ど
の
よ
う
に
組

み
込
ん
だ
ホ
ー
ル
の
評
価
方
法
を
開
発
し
て
い
く
の
か

が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
本
稿
を
閉
じ

た
い
（
（2
（

。

＜
さ
か
い　

と
も
み
・
札
幌
市
職
員＞

【
註
】

（
１
）　

こ
う
し
た
最
新
の
ホ
ー
ル
事
情
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和

「
全
国
ホ
ー
ル
事
情　

東
日
本
大
震
災
後
の
全
国
の
ホ
ー

ル
と
指
定
管
理
者
制
度
、
劇
場
法
の
制
定
ま
で
」（『
音
楽

の
友
』
二
〇
一
三
年
六
月
号
）
を
参
照
。

（
２
）　

一
九
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
興
行
場
法
」
で
は
、
興

行
場
を
「
映
画
、
演
劇
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
演
芸
又
は

観
せ
物
を
、
公
衆
に
見
せ
、
又
は
聞
か
せ
る
施
設
」
と
し

て
い
る
（
同
法
第
一
条
）。

（
３
）　

劇
場
法
は
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
、
劇
場
、
音
楽
堂
等

は
、「
文
化
芸
術
を
継
承
し
、
創
造
し
、
及
び
発
信
す
る

場
で
あ
り
、
人
々
が
集
い
、
人
々
に
感
動
と
希
望
を
も
た

ら
し
、
人
々
の
創
造
性
を
育
み
、
人
々
が
共
に
生
き
る
絆

き
ず
な
を
形
成
す
る
た
め
の
地
域
の
文
化
拠
点
で
あ
る
。」

と
さ
れ
、
第
一
条
で
、「
劇
場
、
音
楽
堂
等
」
と
は
、「
文

化
芸
術
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
施
設
及
び
そ
の
施

設
の
運
営
に
係
る
人
的
体
制
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
の

う
ち
、
そ
の
有
す
る
創
意
と
知
見
を
も
っ
て
実
演
芸
術
の

公
演
を
企
画
し
、
又
は
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
を
一

般
公
衆
に
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た

い
（http://w

w
w.bunka.go.jp/geijutsu_bunka/02gekijyo_

ongakudo/h25_kasseika.htm
l

：
最
終
参
照
二
〇
一
三
年

六
月
九
日
（
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
最
終
参
照
日
は

同
じ
））。

（
５
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
音
響
家
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（http://seas.or.jp/best100/hall100/

hall-100kitei.htm
l

）。

（
６
）　

な
お
、
二
〇
一
三
年
六
月
現
在
、
一
〇
〇
選
と
銘
打
ち

つ
つ
も
七
二
の
ホ
ー
ル
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る

（http://seas.or.jp/best100/hall100/hall-100.htm
l

）。

（
７
）　

詳
細
は
、
財
団
法
人
地
域
創
造
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

（http://w
w

w.jafra.or.jp/j/guide/independent/aw
ard01/

）。
選

定
結
果
に
つ
い
て
は
、ww

w.jafra.or.jp/j/new
s/pdf/121207/01.

pdf

を
参
照
。

（
８
）　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
道
内
都
市
に
お
け
る
専
門

ホ
ー
ル
活
用
に
関
す
る
考
察
―
市
民
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
型
の
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専
門
ホ
ー
ル
活
用
に
向
け
て
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第

五
〇
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）　

文
化
庁
資
料
「
文
化
庁
に
お
け
る
舞
台
芸
術
振
興
策
の

現
状
」（w

w
w.bunka.go.jp/bunkashingikai/seisaku/w

g_08/
butai.../shiryo_9.pdf

）
を
参
照
。

（
10
）　

二
〇
一
〇
年
七
月
五
日
文
化
庁
報
道
資
料
（http://

w
arp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1364665/w

w
w

.bunka.
go.jp/geijutsu_bunka/pdf/geijutsu_ongaku_saitaku.
pdf)

参
照
。

（
11
）　

二
〇
一
一
年
四
月
一
四
日
文
化
庁
報
道
資
料
（http://

w
w

w
.bunka.go.jp/im

a/press_release/pdf/h23_
sugureta_gekijou_saitaku_ver02.pdf

）
参
照
。

（
12
）　

二
〇
一
二
年
四
月
九
日
文
化
庁
報
道
資
料
（http://

w
w

w
.bunka.go.jp/geijutsu_bunka/pdf/24_geijutsu_

ongaku_saitaku.pdf

）
を
参
照
。

（
13
）　

二
〇
一
三
年
五
月
一
七
日
文
化
庁
報
道
資
料
（http://

w
w

w
.bunka.go.jp/geijutsu_bunka/pdf/h25_gekijyo_

saitaku.pdf

）
を
参
照
。

（
14
）　

各
選
定
結
果
か
ら
筆
者
集
計
。

（
15
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
響
家
協
会
は
、
一
九
七
七
年
に

結
成
さ
れ
た
非
営
利
団
体
で
あ
る
。
参
加
資
格
は
、「
舞
台
、

　
　

放
送
、
音
楽
制
作
、
映
画
な
ど
の
音
響
業
務
に
従
事
し
て

い
る
音
響
技
術
者
ま
た
は
音
楽
家
。
劇
場
や
ホ
ー
ル
な
ど

の
音
響
設
備
の
設
計
・
施
工
、
ま
た
は
建
築
設
計
技
術

者
」
と
、
音
響
で
仕
事
を
し
て
い
る
個
人
と
限
定
し
て
お

り
、
学
生
の
加
入
を
認
め
て
い
な
い
。
一
般
社
団
法
人
日

本
音
響
家
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.seas.or.jp/
seas/enter/nyukai.htm

l

）
参
照
。

（
16
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
響
家
協
会
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

音
響
技
術
に
つ
い
て
の
勉
強
会
や
新
機
種
の
展
示
会
等
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
会
員
の
技
術
向
上
や
情
報
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、「
日
本
音
響
家
協
会
賞
」
を
制
定

し
、
日
本
の
音
響
技
術
者
で
功
績
の
あ
っ
た
者
を
顕
彰

し
て
い
る
。
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.seas.

or.jp/new
s/sem

inar.htm
l

及

びhttp://w
w

w.seas.or.jp/
seas/info.htm

l

）
参
照
。
ま
た
、
音
響
家
技
能
認
定
講
座

を
開
催
し
、
音
響
技
術
を
習
得
す
る
講
習
会
や
技
術
力
の

認
定
試
験
、
よ
り
高
度
で
専
門
的
な
内
容
の
講
座
も
行
っ

て
い
る
。
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.seas.

or.jp/technical/index.htm
l

及
びhttp://w

w
w.seas.or.jp/

technical/list1008.pdf

）
参
照
。

（
17
）　

日
本
劇
場
技
術
者
連
盟
は
、
舞
台
機
構
操
作
や
舞
台
進

行
、
照
明
や
音
響
な
ど
、
裏
方
の
業
務
に
携
わ
る
技
術
者

の
技
術
と
そ
の
地
位
の
向
上
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
団
体

で
あ
る
。
こ
の
団
体
は
、「
劇
場
技
術
者
検
定
」
と
し
て

舞
台
進
行
と
そ
の
関
連
業
務
に
つ
い
て
の
講
習
会
と
認
定

試
験
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
認
定
制
度
は
、
少
人
数
で
運

営
せ
ざ
る
を
得
な
い
小
規
模
の
公
共
ホ
ー
ル
や
劇
場
の
実

態
に
即
し
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
小
規
模
ホ
ー
ル
の
技
術

者
対
象
の
も
の
や
、
劇
場
運
営
を
支
援
す
る
市
民
を
対
象

に
し
た
も
の
が
あ
る
。
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.teec-or.org/%

E8%
A

8%
A

D
%

E7%
A

B
%

8B
%

E8
%

B
6%

A
3%

E6%
97%

A
8%

E3%
81%

A
8%

E7%
B

5%
84

%
E7%

B
9%

94%
E6%

A
6%

82%
E8%

A
6%

81/

）
参
照
。

（
18
）　

一
般
社
団
法
人
日
本
音
響
家
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://seas.or.jp/best100/hall100/hall-100kitei.htm
l

）

参
照
。

（
19
）　

同
右
。

（
20
）　

同
右
。

（
21
）　

同
右
。

（
22
）　

二
〇
〇
八
年
度
ま
で
は
「JA

FR
A

ア
ワ
ー
ド
」
と
さ
れ

て
い
た
。
財
団
法
人
地
域
創
造
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.jafra.or.jp/j/library/letter/178/index.php#a1

）
を

参
照
。

（
23
）　

財
団
法
人
地
域
創
造
資
料
（http://w

w
w.jafra.or.jp/

form
_box_files/upload_files/484/jafra_484_1.pdf

）
を

参
照
。

（
24
）　

財
団
法
人
地
域
創
造
説
明
資
料
（http://w

w
w

.jafra.
or.jp/form

_box_files/upload_files/484/jafra_484_1.
pdf

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
地
域
創
造
資
料
（http://

w
w

w
.jafra.or.jp/form

_box_files/upload_files/484/
jafra_484_1.pdf

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
と
え
ば
、
応

募
に
際
し
て
は
、
①
文
化
・
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
、
施
設

の
理
念
、
使
命
を
持
ち
、
そ
れ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
施

設
運
営
へ
の
取
り
組
み
状
況
、
②　

自
主
企
画
作
品
の
制

作
・
公
演
、
優
れ
た
鑑
賞
機
会
の
提
供
へ
の
取
り
組
み
状

況
、
③　

地
域
住
民
と
の
協
働
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

へ
の
取
り
組
み
、
④
地
域
に
お
け
る
文
化
・
芸
術
活
動
を

　
　

担
う
人
材
の
育
成
へ
の
取
り
組
み
、
⑤
成
果
（
地
域
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
、
地
域
へ
の
影
響
、
住
民
の
満
足
度
な

ど
）
、
⑥
施
設
の
管
理
・
運
営
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
、

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）　

同
右
。

（
27
）　

財
団
法
人
地
域
創
造
資
料
（http://w

w
w

.jafra.or.jp/
form

_box_files/upload_files/485/jafra_485_1.pdf

）
参

照
。
な
お
、
こ
の
図
の
上
部
に
あ
る
表
を
集
計
す
る
と

六
五
施
設
と
な
る
が
、
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
た
施
設

は
、
七
二
施
設
で
あ
る
。

（
28
）　

急
な
こ
と
と
は
言
え
、
筆
者
の
調
査
分
析
の
掲
載
の
ご

依
頼
を
い
た
だ
い
た
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研

究
所
、
及
び
、
本
稿
の
調
査
分
析
や
執
筆
に
際
し
多
く
の

助
言
を
い
た
だ
い
た
北
海
学
園
大
学
法
学
部
佐
藤
克
廣
教

授
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お

け
る
デ
ー
タ
収
集
の
誤
り
、
解
釈
上
の
誤
解
等
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
筆
者
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。


